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いしかわ歴史遺産の認定（1月20日）
シルクウェイ・ウエスト・エアラインズ（アゼルバイジャン）国際
貨物便の小松空港への就航（1月24日）
第2期石川の教育振興基本計画を策定（3月11日）
北陸新幹線開業１周年キャンペーンを開催（3月12日～9月30日）
石川県長期構想を策定（3月22日）
ほっと石川観光プラン2016を策定（3月31日）
石川県国際化推進プラン2016を策定（3月31日）
金沢港大浜地区国際物流ターミナル（延伸部分）の完成（3月31日）
いしかわ就職・定住総合サポートセンター（ＩＬＡＣ）を開設（4月1日）
石川県福祉の仕事マッチングサポートセンター（福サポいし
かわ）を開設（4月1日）
いしかわ結婚支援センターを開所（4月1日）
不妊治療のための助成の充実（第2子以降の出産支援）（4月1日)
第3子以降の放課後児童クラブ利用料の原則無料化（4月)
産業技術総合研究所中部センター石川サイトの開設（4月1日）
金沢港無量寺岸壁における水深10ｍ化の事業着手（4月1日）
熊本地震被災県への支援（4月16日～）
石川県文化財保存修復工房、県立美術館広坂別館がリニュー
アルオープン（4月24日)
炭素繊維分野におけるドイツ・ＣＦＫバレーと連携した海外展
示会への出展（4月25日～29日）
「珠玉と歩む物語 小松 ～時の流れの中で磨き上げた石の文
化～」が日本遺産に認定される（4月25日）
「いしかわ子ども文化体験チャレンジスクール」を実施
（4月29日～29年3月31日）
北陸新幹線開業１周年記念イベント「石川ロックサミット」を
開催（5月4日～6月28日）
いしかわインターンシップフェスを開催（5月14日）
台湾版「百万石マルシェ」を開催（5月31日）
情報通信研究機構との包括協定の締結（6月3日)
コスタクルーズ社による日本海定期周遊クルーズの初運航
（7月27日～9月10日）
新たな県立図書館の整備推進（8月8日、11月30日）
いしかわ婚活応援企業に52社（団体）を認定（8月8日）
北國銀行との包括協定の締結（8月18日）
東京国立近代美術館工芸館の本県への移転決定（8月31日）
リオ五輪レスリング金メダル川井梨紗子選手に県民栄誉賞を
贈呈（9月4日）
石川県防災総合訓練を実施（9月4日）
リオ五輪柔道銅メダル松本薫選手（9月6日）、リオ五輪競泳
銅メダル小堀勇氣選手（9月12日）、日本野球機構パ・リーグ
首位打者及び最多安打の角中勝也選手（11月18日）にス
ポーツ特別賞を贈呈
のと里山空港が利用者数２００万人を達成（9月28日）
小松・台北便デーリー運航の再開（10月10日）
第1回アジア生物文化多様性国際会議を開催（10月27日～29日）
世界農業遺産国際シンポジウムを開催（10月27日）
第2子保育料の無料化(11月)
第26回全国産業教育フェア石川大会を開催（11月5日～6日）
加賀海浜産業道路（手取川架橋区間）の着工（11月12日）
のと里山海道（柳田ＩＣ～上棚矢駄ＩＣ間）4車線化の着工
（11月13日）
いしかわ動物園「トキ里山館」がオープン（11月19日）
石川県原子力防災訓練を実施（11月20日）
県水送水管耐震化（２系統化）事業（小松市戸津町～加賀市
箱宮町間）の送水開始（11月30日)
国指定重要無形民俗文化財「青柏祭の曳山行事」を含む｢山・
鉾・屋台行事｣がユネスコ無形文化遺産に登録決定（12月1日）
北陸新幹線敦賀以西のルートが決定（12月20日）
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〈敦賀延伸や東京オリンピック・パラリン
ピックを見据えた誘客促進〉
北陸新幹線の敦賀以西が
小浜・京都ルートに決定し
ました。また、今後１０年
間の石川の観光を展望す
る指針として新たな観光
プランを策定。ＪＲと北陸
三県が連携した「開業１周
年キャンペーン｣にあわせ、
ロックをテーマとする音楽イベントを開催しました。コスタク
ルーズ社の「コスタ・ビクトリア」号による金沢発着の日本海
定期周遊クルーズが初めて10本運航されました。

〈いしかわの強みにさらに磨きをかける
取り組み〉
石川県文化財保存修復工房がリニューアルオープンし、情報

発信や新たな修復への対
応など機能が拡充されま
した。東京国立近代美術
館工芸館の石川県移転で
は、移転に向けた具体的
な方向が示されました。ま
た、自然と文化を一体的
に保全・活用することで持
続的な発展を目指すこと

などを議論するアジアで初めての生物文化多様性国際会議
を開催。いしかわ動物園では、里山の象徴ともいえるトキを
間近で観察できる「トキ里山館」がオープンしました。

〈人やものの交流を盛んにする基盤整備と
その活用〉
小松空港では、アゼルバイジャンへの国際貨物便が新たに就
航し、台北便のデーリー運航も再開しました。のと里山空港で
は、利用者２００万人を達成。金沢港では大型クルーズ船の接
岸が可能となる水深１０ｍ化の整備が開始されました。また、
幹線道路網では、加賀地域と金沢港を結ぶ加賀海浜産業道
路の手取川架橋区間と、能登と金沢の時間距離を短縮させる、
のと里山海道（柳田ＩＣ～上棚矢駄ＩＣ間）の４車線化に工事着
手しました。

〈熊本地震に係る支援と防災対策の充実強化〉
地震発生直後の被災者の捜索・救助への支援をはじめとし

て、医療救護、健康相談
や避難所における生活
支援などのための職員
派遣、援助物資の提供や
義援金の募集を行うな
ど人的、物的両面での支
援活動を行いました。

〈県立中央病院の建て替えの推進〉
基礎工事の施工が完了し、鉄骨の組み上げなど病院建物
の地上部分の工事を実施しました。

〈未来を拓く心豊かな人づくり〉
産業教育を学ぶ全国の高校生等が、日頃の学習成果など
を全国に発信する「全国産業教育フェア」を開催。新しい
県立図書館では、県民の知の拠点にふさわしい図書館と
するため、基本構想の策定に向けた検討を開始しました。

北陸新幹線敦賀開業や２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの開催、本格的な人口減少時代の到来による
地方創生の動きなど、本県を取り巻く大きな環境の変化に対応し、石川のさらなる飛躍・発展につなげるため、今
後１０年間の本県の進むべき方向性を示す羅針盤として新たな長期構想を策定しました。

〈将来を担う人材の定着と石川への人の流れの創出〉
県外への転出を抑え、県内への転入を促す人口の社会減対策の拠点として、移
住希望者や学生などあらゆる方を対象に就職・生活をワンストップで支援する
「いしかわ就職・定住総合サポートセンター（愛称：ＩＬＡＣ(アイラック)）」を開設。
また、福祉人材の確保に向け、「石川県福祉の仕事マッチングサポートセンター
（略称：福サポいしかわ）」もＩＬＡＣ内に開設しました。

〈結婚や出産の希望がかない安心して子育てできる社会づくり〉
少子化に伴う自然減対策として、市町や企業と連携して結婚支援を強力に推進する
ため「いしかわ結婚支援センター」を開所。従業員の出会いの機会の提供に取り組
む企業を「いしかわ婚活応援企業」として認定しました。また、不妊治療の第2子以
降の出産支援や第2子以降の保育料無料化など子育て支援をさらに充実させました。

〈地域の強みを活かした産業構造の多重化・多軸化〉
○大型の企業立地が実現
㈱ＮＴＮ能登製作所が新たに熱処理工場の建設を決定したほか、㈱金沢村田製作所がスマートフォン等に用いられる表
面波フィルタの新生産棟を、㈱ジャパンディスプレイが最先端中小型液晶ディスプレイ増産のため新工場を建設しました。

○本社機能の立地促進
㈱白山製作所が東京にある本社機能を本県へ移転することを決定したほか、㈱リコーが医療分野に新規参入するため
の研究開発拠点を開設、㈱クスリのアオキが新たに本社オフィスの増設を表明しました。

○企業等の新たな参入による多様な農業の担い手の確保
㈱バイテックホールディングスが人工光でレタスなどを無農薬水耕栽培する「植物工場」の建設を表明、㈱ミスズライ
フが新たに建設されたビニールハウスで生産されたベビーリーフの初出荷を行いました。

そのほか、炭素繊維複合材料の一大生産・加工地域の形成に向け、本県の革新複合材料研究開発センター（ＩＣＣ）と県
内企業が、ドイツの炭素繊維複合材料の研究開発拠点である「ＣＦＫバレー」と、世界最大規模の産業技術展示会である
「ハノーファー・メッセ」に共同出展。また、小松・台北直行便が就航している台湾で、本県の特色ある食材を紹介する台
湾版「百万石マルシェ」を開催しました。

リオデジャネイロ五輪レスリン
グ女子63キロ級金メダルの
川井梨紗子選手に県民栄誉賞
を贈呈。リオ五輪柔道女子57
キロ級銅メダルの松本薫選手、
競泳男子800メートルリレー
銅メダルの小堀勇氣選手、プ
ロ野球首位打者および最多安
打の角中勝也選手にスポーツ特別賞を贈呈しました。

～「昇龍」の年～～「昇龍」の年～
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エフエム
石川【ウィークリーいしかわ】

毎週日曜 PM5：25～5：30

【ぶんぶんセブン】

【石川ほっとニュース】
毎週土曜 PM5：55～6:00　

【県からのおしらせ】
毎週火・金曜 PM2：30頃（3分間）

【素敵にモーニング】
毎週日曜 AM9：55～10：00

1月15日（日） AM7：00～7：30
「トキ里山館と冬の物語」

【ほっと石川】
1月7日（土） PM5：15～5：30
「冬の能登ふるさと博」
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平成28年12月28日    　毎週水曜日掲載
毎週金曜日、お得で
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